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はじめに

• H25年度
「 CIMの普及促進に向けて」

• H26年度
「公共工事におけるCIMの活用」

• H27年度
「CIMの最新動向と取り組み状況について」

平成26年度以降の状況を中心に報告

本セミナーにおける、CIMに関する報告状況
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ＣＩＭとは？ Construction Information Modeling/Management

出典：土木学会CIM講演会2014(東京）講演集1



ＣＩＭの概念

出典：土木学会CIM講演会2014(東京）講演集2



CIM meeting of technical investigation 

 CIMに如何に付加価値をつけられるが鍵
～単なる二番煎じでは欧米に負けてしまう～

受発注者間でWin-Winの関係を構築

JACICセミナー（H24.4.13）

CIMのススメ

CIIM ( Civil Infrastructure Information Management )

= CIM ( Construction Information Modeling )

+ 社会資本管理システム

+ 国土管理情報システム

 ICTの活用を図りつつ、現場の仕事をいい意味で軽くする
 総合的な管理体制により全体を俯瞰し、部分最適から全体最適のマネジメントへ
 ステークホルダー間の役割分担と建設コンサルタントの新たな役割の確立

CALSの15年を振り返り、新たなステージへ
～建設生産システムのイノベーションに向けて～

・建設産業の生産性を高めるためには、いわゆるCIMの活用が不可欠
・コンピュータ上に作成した三次元モデルの建物に部材の数量やコストなどの
属性情報を盛り込んだBIMを土木分野でも積極的に活用することが必要

・ICTを核として施策・要素技術を統合化するとともに、ICタグの活用や
土木・建築の共通ライブラリーの整備が必要

・基準づくりから入るのではなく、まずはモデル工事を進めながら課題を
解決していくことが重要

・実際の建設現場で、三次元モデル等のICTを総動員してモデル工事を実施
・維持管理からの発想でデータを流通
・技術者一人一人が意識改革をして、ICTを前向きに使っていく

CIMのキックオフとしての提言
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建築のBIMの手法を土木の分野へ

CIMはトータルマネジメント

CIMは必ず成功する

全体最適化の５つのアプローチ

⇒ CIIM

CIMは技術者にやりがいを与える

概念論ではなくまず試してみる

3-1

土木学会誌2015年6月号(特集：CIMから広がる新たな世界)

社会資本のトータルマネジメント技術として注目を集めるCIM。設計施工の分業化

により効率化を追求してきた日本の土木界において、全体最適化を志向するCIMは

今後大きな意義を持つことになる。今なぜCIMが必要とされているのか。日本での

現状や課題はどこにあるのか。CIMは技術者に何をもたらすのか。国際標準化や

土木学会の役割などを含め、CIMの可能性を語ってもらった。

対談：CIMの歴史と可能性
－新たな世界を論じる－
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ＣＩＩＭに関する検討について

目指すべき理想像

• 河川の機能が最大限発揮され､恩恵が最大限に与えられ､
管理に係る負荷が最小限の状態

「河川」を題材とした社会資本マネジメントの確立

• これからの河川管理システム検討会の開催（Ｈ２５．１１～）

3-2
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ＣＩＩＭに関する検討について

検討の基本的考え方
１．ＩＣＴの活用を図りつつ、現場の仕事をいい意味で軽くする
２．総合的な管理体制により全体を俯瞰し、部分最適から

全体最適のマネジメントへ
３．ステークホルダー間の役割分担と、建設コンサルタントの

新たな役割の確立

検討にあたっての視点
１．ユーザー視点の重視
２．ナレッジマネジメント ～暗黙知の形式知化～
３．他の社会的な機能・効用の付加

・学術的向上に寄与
・河川空間の潜在的な要素を引き出す（エネルギー、文化、

教育、医療、観光資源）

3-3
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確立すべき事項

１．国土管理情報の一元的な収集・管理

２．３次元仮想現場を用いた社会資本管理の高度化・負担軽減

３．ICT(CCTV・ICタグ等)を活用した社会資本の管理

４．実管理行為からみた調査・設計・施工一連のシステムの転換

５．調達の考え方の転換

3-4

ＣＩＩＭに関する検討について
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検討経緯と今後の予定
１．第１phase：H25.11～H26.10

１）社会資本マネジメントに関連する事項に関する動向把握・事例収集

①ISO55000シリーズの動向、②公共工事品質確保に関する動向

③内・国外におけるBIM・CIMの動向、④各種ICT技術に関する動向

⑤他産業における先進事例

２）現状の社会資本マネジメントシステムに関する課題・問題点の検討

３）今後の社会資本マネジメントシステムのあり方の検討

４）河川の特性を踏まえた河川のマネジメントシステムの再構築の方向性検討

５）今後具体的に検討すべき事項の抽出

２．第２phase：H26.11～H27.10

・第１phaseで抽出した検討すべき事項について、５つの分科会にて具体的に検討。
［ 第１：画像処理・センサー技術、 第２：３次元仮想現場構想、

第３：調査業務実施システム化、 第４：工事現場の監理、

第５：調達（工事、調査）のシステム化］
・大きな枠組みを分科会で検討、全体調整を検討会で実施。

ＣＩＩＭに関する検討について

3-5

全体最適化の
５つのアプローチ



ＣＩＩＭに関する検討について
全体最適化の５つのアプローチ(概要と第２phaseでの検討内容)

3-6

①画像処理･センサーネットワーク（第１分科会）
 ICTを駆使して、河川や氾濫域の挙動を時間・空間で連続的に把握していくもの。
 画像処理技術やセンサーネットワーク技術の活用により、洪水等の水位や

流況、堤防の変状等を迅速、的確に把握するとともに、平常時の河道状況
や環境の変化を把握することで、河川管理の支援、効率化を図る。

・
・・・・

・・・・・・・・・・・・

堤防高

計画高水位

リアルタイム
縦断水面形

水位観測
カメラ、水位計

③画像処理による平常時の河川管理支援
蓄積映像を解析し河道内の堆積や洗掘、澪筋

の変化、植生、環境変化の把握、不法投棄、
河川利用状況等を把握する。

②堤防変状や流況等監視への適用
過去映像や３Ｄデータとの比較等で地

震等による堤防の沈下、陥没等の堤防
変状や越水、破堤等の異常を検出する。

①画像処理による河川水位計測への適用
既存カメラの映像から水位を計測し、水位計

と合わせ河川縦断方向の水位をリアルタイム
に把握する。

④センサーによる堤防モニタリング
堤防からの越水、法滑りや沈下等の堤防

変状や河川管理施設の状態、内水氾濫等
をセンサーネットワークで検出、把握する。



ＣＩＩＭに関する検討について
全体最適化の５つのアプローチ(概要と第２phaseでの検討内容)
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② ３次元仮想現場構想（第２分科会）
 現場で起こっている実現象を、履歴を含めて仮想現場に全て落とし込み、管理の

高度化・負担軽減につなげていくもの。
 ３次元仮想現場構想の全体概念整理と、管理行為の負担軽減・高度化に

寄与する具体的な機能内容（データストック、リアルタイムシミュレー
ション、シミュレータ）について検討する。

機能①：データストック
･各種管理情報を３次元情報
と紐付して収納・蓄積
･異なる管理者、部署間での
情報共有

３次元仮想現場
（3次元位置情報をもったモデル空間）

機能②：ﾘｱﾙﾀｲﾑｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
･実現象（出水・洪水氾濫、
水防活動、避難行動等）の
解析・表示・アラーム

機能③：シミュレータ
･教育訓練を支援する仮想
シミュレータ
･ストレステスト（再現､予測）

その他：
施設(設計/施工)情報、
水防活動・防災情報等

基盤情報：
メッシュ地盤高/航空･衛星
写真/河川･道路･建物

観測情報：
巡視点検/河道形状/水文水
質ﾃﾞ-ﾀ/ｾﾝｻ-情報/河川環境
情報

《３次元仮想現場システムのイメージ》
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ＣＩＩＭに関する検討について
全体最適化の５つのアプローチ(概要と第２phaseでの検討内容)
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③ 調査業務実施システム化（第３分科会）
 ３次元を駆使し、リアルタイムも意識しながら、様々な調査手法を変えていくもの。
 新たな調査手法の提案、設計から維持管理までの考え方の整理、

３次元仮想現場との連携について検討する。



ＣＩＩＭに関する検討について
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全体最適化の５つのアプローチ(概要と第２phaseでの検討内容)

【工事現場のイメージ】

④ 工事現場の監理（第４分科会）
 工事現場を徹底的に工場化し、品質・安全・工程等を一元的に管理するとともに、

生の工事情報について受発注者間での共有を図るもの。
 施工時データのリアルタイム取得等に関する要素技術の現場検証を実施す

るとともに、要素技術の利⽤による監督員、施⼯者の負担軽減の可能性に
ついて検討する。



ＣＩＩＭに関する検討について
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⑤ 調達（工事、調査）のシステム化（第５分科会）
 調達行為の手続きと費やす時間・労力を軽減し、生産過程に資源配分の重点を

移すよう変えていくもの。
 （１）「高度業務協働型調査の提案」と、（２）「CIIMに適合した、登録

から発注・入札契約システムの提案」について検討する。

全体最適化の５つのアプローチ(概要と第２phaseでの検討内容)

①「高度業務協働型調査の提案」
分科会における主な意見
・対象業務は、高度な問題について、課題の解決策等を受注者と発注者が協働して検討する業
務としてはどうか。
（例）当該分野において新たな思想（考え方）を導入するチャレンジングな業務

当該組織のその後を決定する根幹となる業務
・進め方として、事務所内に総括調査職員（事務所長）を会長とした「○○検討協議会」を設置し、
受注者と発注者が対話形式で業務を進めることとしてはどうか。
・「○○検討協議会」の運営方法等については、業者選定時または受注後の協議において、
受注者の技術提案に基づくこととしてはどうか。
・対話の結果、業務内容に変更が生じる場合には、速やかに判断できる者が出席した協議を
行い、変更する。
・業務成績評定は、高度な問題であることを鑑み、総合点に加点することとしてはどうか。

②「CIIMに適合した、登録から発注・入札契約システムの提案」
・「企業評価のあり方」を先行して検討する。
・検討の視点としては、十分な能力、実績のある技術者を有する企業が高く評価されること。
細かく複雑な評価によるのではなく、できるだけ単純な評価方法であること。
・発注・入札契約システムは、業務に負担を与えない簡素なものを目指す。
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検討体制

• 座長：佐藤直良氏

• 委員長：青山俊行氏

• 委員：建設コンサルタント７社、分科会リーダー ほか

• オブザーバ：勉強会メンバー ほか

検討会

• 座長

• 本省：土木、機械、電気、建築

• 国総研、地理院、事務所

• 財団・社団 ほか

勉強会

• リーダー：財団・社団

• 建設コンサルタント：１～６社（うち１社が幹事）

• 学識経験者、国総研、土研、地理院

• 水資源機構

分科会
（第１～第５）

個別具体テーマの検討

分科会活動のサポート・調整
新たな知見の勉強

分科会活動の把握・共有
大きな枠組・方向性の整理

事務局：（一社）流域水管理研究所

※第２phaseより

ＣＩＩＭに関する検討について

3-11



本日の報告内容
1. ＣＩＭに関する制度検討、技術検討の状況

2. センターにおける受託業務を通じた取り組み

3. センターにおける自主研究・共同研究の取り組み

4. ＣＩＭに関する広報・普及について

ＡＣＴＥＣ

対外
活動

受託
業務

広報
普及

研究
活動

・CIM制度検討会、CIM技術検討会
・産学官CIM

・施工検討業務
・PM業務

・セミナー、取材応対
・内部研修会

・CIM現場取材
・3Dプリンタ導入

4

【ＣＩＭに係るセンターの取り組み】



１．ＣＩＭに関する制度検討、技術検討の状況

出典：産学官CIM 第１回検討会資料5



出典：産学官CIM 第１回検討会資料6



出典：産学官CIM 第１回検討会資料7



産学官ＣＩＭ 検討工程

出典：第７回CIM制度検討会資料8



出典：第７回CIM制度検討会資料9



出典：第７回CIM制度検討会資料10



出典：第７回CIM制度検討会資料

CIM制度検討会の状況
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出典：国土交通省 国土技術政策総合研究所 防災・メンテナンス基盤研究センター 建設システム課 HP12

「平成27年度(4月版) 土木工事数量算出要領（案）」
平成26年度～平成27年度(4月版) 新旧比較表



出典：第７回CIM制度検討会資料13



出典：第７回CIM制度検討会資料14



ＣＩＭ技術検討会の状況

出典：CIM技術検討会 H26年度報告15

年 月 主 な 概 要
第1回検討会 平成24年 7月 4日 技術検討会の設立
第2回検討会 平成24年11月30日 各団体のCIM取組み状況
第3回検討会 平成25年 2月 7日 CIM試行現地調査(黒目川黒目橋調節池工事(その10))
第4回検討会 平成25年 3月 21日 平成24年度報告取りまとめ
第5回検討会 平成25年 8月30日 平成25年度活動計画に関する意見交換
第6回検討会 平成26年 3月20日 平成25年度報告取りまとめ
第7回検討会 平成26年10月1日 平成26年度活動計画に関する意見交換
第8回検討会 平成27年3月12日 平成26年度報告取りまとめ

 CIM技術検討会メンバー （平成27年4月1日現在 （法人別・50音順））

 CIM技術検討会 年表

(一財) 経済調査会 http://www.zai-keicho.or.jp/

(一財) 建設物価調査会 http://kensetu-bukka.or.jp/

(一財) 国土技術研究センター http://www.jice.or.jp/

(一財) 先端建設技術センター http://www.actec.or.jp/

(一財)
(一社)
(一社)
(一社)

日本建設情報総合センター
オープンＣＡＤフォーマット評議会
建設コンサルタンツ協会
全国建設業協会

http://www.jacic.or.jp/
http://www.ocf.or.jp/
http://www.jcca.or.jp/
http://www.zenken-net.or.jp/

(一社) 全国測量設計業協会連合会 http://www.zensokuren.or.jp/

(一社) 全国地質調査業協会連合会 http://www.zenchiren.or.jp/

(一社) 日本建設機械施工協会 http://www.jcmanet.or.jp/

(一社) 日本建設業連合会 http://www.nikkenren.com/

（以上12機関）



出典：CIM技術検討会 H26年度報告

 ＣＩＭ技術検討会 平成26年度の検討テーマ、到達目標
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①施工案件を通じた設計者・調査者とのモデル構築に関する意見交換

H26目標
・施工段階で利用する情報を基に、調査・設計の各段階で構築すべきモデル精度を検討
・調査・設計から施工への連携（流通）に必要な属性情報の整理

②維持管理でのＣＩＭモデルデータ利活用に関する検討

H26目標
・維持管理に必要な属性情報の整理（維持管理の実態、ニーズ把握をもとに）
・施工案件を通じた施工情報から維持管理初期モデルへの検討

③モデルのＬＯＤに関する検討

H26目標
ＬＯＤ検討に資する基礎材料（叩き台となる情報）を整理したうえで、ＬＯＤの考え方等の
議論・検討に着手 （国交省ＢＩＭガイドライン等の考え方も参考に）

④３次元モデルのパーツ整備促進

H26目標 ＣＵＧ活動成果（部品集サイト開設、部品作成要領の整理等）と連携、情報共有

⑤国際動向

H26目標
導入事例、契約方式、モデルの運用、標準化の国際動向を整理
（土木学会CIM欧州技術調査2014、building SMARTトロント会議、社会基盤情報標準化
委員会等）

⑥人材教育（育成）

H26目標
先導的事例をもとに、ＣＩＭを利用する上で参考となる情報を組み込んだ実務者向け手引きと
して取り纏め



出典：CIM技術検討会 H26年度報告

 検討テーマ①「施工案件を通じた設計者・調査者との
モデル構築に関する意見交換」
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 検討テーマ③「モデルのLODに関する検討」

出典：CIM技術検討会 H26年度報告17

CIM技術研究会では、既往の検討事例を参考に、橋梁、トンネル、
河川などの各段階におけるLODの考え方を、平成27年度から
本格的に議論（意見交換）していく予定。

橋梁支承の4段階の作り込みレベルの例（産学官CIM 橋梁CIM資料より）

LOD（Level of Development：詳細度）の検討は、調査・設計～施工～維持管理の
各段階や使用目的に応じた3次元モデル形状の構築度、付与する属性情報等を
整理するもので、『CIM導入ガイドライン』の基礎情報にもなるもの。



出典：CIM技術検討会 H26年度報告18

 CIM 制度検討、平成27年度試行事業への提案

① 全体モデルの活用・検証
・これまで個々の構造物単位で実施されていた試行も、事業全体を俯瞰する目的で全体モデルを作成し、事業マネジメ
ントに活用するような試行も出てきている
・このような試行においては、モデルのデータ管理、目的・用途に応じたモデルの利用方法の提案、受発注者間のコミュ
ニケーションツール等、事業者（発注者）への支援策も含めたCIMの活用について産学官CIM等を通じた検証、整理と
ともに、CIMのプロジェクトマネジメントへの適応性、CIMマネージャーの活用の方向性等への検討の展開を提案する

② 維持管理に関する試行（業務・工事）の拡充
・既設構造物の補修・補強等をはじめとする維持管理工事（作業）について、CIMの活用目的・場面、活用箇所を明確
にしたうえで、試行を拡充するとともに、その試行現場を通じて、GIS、またモニタリング技術等との連携・活用等、検
討の深化を提案する
・また、設計・施工段階の試行案件を通じて、維持管理段階へのモデル連携の検討を進めている産学官CIMについて、
CIMの活用事例がまだ少ない維持管理の検討は、官側から提供される現場ニーズと、産側から提供される設計・施
工モデル（シーズ）等が必要不可欠であり、各者一体となり実効ある成果を目指していきたい

③ 人材育成の推進
・平成28年度ガイドラインの円滑な導入に向けて、CIMを活用できる人材のボトムアップを図ることが必要であり、これま
でCIM技術検討会等の関係団体で進めている３次元モデリングの研修等の拡充とともに、CIMの活用方法、活用手
段等の機会提供も重要な役割だとの認識である
・このような機会を礎に、受発注者各々がCIMを理解したうえで、各々の役割に応じて効果的に活用していくことがCIM
の普及、展開に必要不可欠であり、産官連携し一体となった取組み、推進をお願いしたい

④ 平成28年度ガイドライン導入に向けた試行事業の拡充等
・平成28年度ガイドライン導入にあたって、試行事業を通じた検証の継続とともに、設計・施工箇所の現況地形のモデ
ル作成等、簡易なことからはじめる試行事業も、CIMの経験が浅い建設コンサルタント等への支援として有効であり、
支援策の拡充を提案する
・また、地方ゼネコン等工事の一部で手立てされている支援業務も、モデル修正等に伴う受注者の負担軽減、またCIM
の習熟として有用であり、その継続、拡大を提案する



 ＣＩＭ技術検討会 活動報告

巻頭言

5.CIM技術検討会各メンバーの活動状況

5.6先端建設技術センター

http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/index_CIM.htm

出典：CIM技術検討会 H26年度報告19

http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/index_CIM.htm
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・建設通信新聞
・建通新聞
・日刊建設工業新聞

（順不同）
にも記事掲載



２．センターにおける受託業務を通じた取り組み

• 設計及び施工段階でのＣＩＭモデル作成仕様(案)検討支援業務
（国土技術政策総合研究所）

• 大河津分水路新第二床固施設構造検討業務
（北陸地方整備局）

• 大河津分水路山地部拡幅形状検討業務
（北陸地方整備局）

図-3
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大河津分水路関係検討業務における３Ｄモデルの活用状況

21
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３．センターにおける自主研究・共同研究の取り組み

①ＣＩＭ現場取材活動

②３Ｄプリンタの導入

22



①ＣＩＭ現場取材活動

センターＨＰ（トップ－事業内容－自主研究）

http://www.actec.or.jp/study/cim.html
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②３Ｄプリンタの導入

出力した３Dモデル（φ6mDTBMマシン 縮尺1:50）

（キャビン）

（アーム）

（走行部）

３Ｄプリンタ出力用の
ＳＴＬデータ（アイオン）

24

導入した３Dプリンタ（Value 3D MagiX MF-1000 (株)ムトーエンジニアリング製）



②３Ｄプリンタの導入
《研究のねらい》
CIMの有力な導入効果である“見える化”の究極は「３D模型」

↓

「低コスト」で、「気軽に」制作できることが、普及拡大の“カギ”

↓

近年普及しつつある“家庭用３Ｄプリンタ”で、
どこまでリアルに「３Ｄ模型」を制作することができるか

24-1



４．ＣＩＭに関する広報・普及について

①土木学会「ＣＩＭ講演会２０１４」

②日刊建設通信新聞への寄稿連載

③センターにおける取材応対

④センター内部研修会の実施

25



①土木学会「ＣＩＭ講演会２０１４」

【日程・会場と参加者数】

産（設計者、施工者）、官（事業発注者）、学（技術開発者）の立場から、
建設生産システム合理化の方向性について紹介し、全国の建設従事者に幅広く
CIMを周知する。（前年度に引き続き開催）

【目的】
※当センターとしても後援

出典：CIM技術検討会 H26年度報告26

日程 開催地 会場 定員 参加者数

7月17日 札幌 札幌市教育文化会館 講堂 156 137

7月25日 福岡 天神ビル 大会議室11号(椅子席) 180 170

8月29日 仙台 エルパーク仙台 スタジオホール 190 141

9月5日 高松 サンポートホール高松 ５４会議室 120 54

9月19日 名古屋 吹上ホール第3会議室 144 121

10月3日 広島 サテライトキャンパスひろしま 大会議室 200 96

10月17日 大阪 大塚商会 150 112

11月14日 沖縄 沖縄県立博物館・美術館 講座室 100 64

11月28日 富山 一般社団法人 富山県農協会館 8Fホール 252 78

12月19日 東京 日比谷コンベンションホール(大ホール) 207 167

合 計 1,140



出典：CIM技術検討会 H26年度報告

①土木学会「ＣＩＭ講演会２０１４」
【アンケート結果（総括）】

※当センターとしても後援
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 参加者の半数は建設

コンサルタント（51%）

 年代は40 代が40％で最多

 CIM についての理解度は、

「内容までよく知っている」

が43％と、前年度より

約10％増加

 一方、「言葉は聞いたこと

がある」が53%、「初めて

知った」が4%と、約6 割の

回答者はCIM の理解度が

まだ浅い状況

 CIM の取組みについては、

「既に取組んでいる」を含

め93%が取組んでいく意向

 CIM を導入するにあたって

の課題は、「人材育成・教

育」、「CIM 知識・技術」、

「導入コスト(ソフト･ハード）」

がほぼ同数で上位

 CIM を導入するにあたって

希望する情報は、「３次元

モデリングの手法」が最多

（特に建設コンサルタント）

 発注者が希望する情報は、

「導入事例紹介」が最多。

CIM講演会2014（全10会場) アンケート結果

発注者, 
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ト, 521, 
56%

ITベン

ダー, 80, 
9%

大学・研究

機関・財

団, 17, 2%

その他, 

68, 7%

アンケート回答者分類(931名)

発注者

10%

建設会社
16%

建設コン

サルタント

51%

ITベン

ダー

14%

大学・研究

機関・財団

5%

その他

4%

参加者分類（1142名)

20代以

下, 76, 8%

30代, 

177, 19%

40代, 363, 

40%

50代, 223, 
24%

60代以上, 
81, 9%

回答者の年齢構成(920名)

内容まで

よく知って

いる, 390, 

43%

言葉は聞

いたこと

がある, 
478, 53%

初めて

知った, 

33, 4%

CIMについて(901名)

CIMの全

体像が良

くわかっ

た, 433, 
52%

なんとなく

わかった, 
398, 48%

よくわから

なかった, 

5, 0%

講習の内容について(836名)

既に取組

んでいる, 
271, 31%

積極的に

取組んで

いきたい, 

251, 29%

将来的に

は積極的

に取組ん

でいきた

い, 291, 

33%

当面取組

む予定は

ない, 65, 

7%

CIMの取組みについて(878名)
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今後、CIMを導入するにあたって、どのような情報を

希望しますか？（複数回答）



本年度も 土木学会「CIM講演会2015」 を開催
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※本日、お手元にチラシを配付



本年度も 土木学会「CIM講演会2015」 を開催

開催予定および申込状況（６月１９日現在） ※募集開始は開催日１ヶ月前を予定

出典:土木学会ホームページ
http://committees.jsce.or.jp/cceips07/node/4527-2

日程 開催地 会 場 定員 ｽﾃｰﾀｽ 詳細 申し込み

7月1日 東京 東京国立博物館 平成館大講堂 395 募集中閲覧可 受付中

7月15日 仙台 仙台市福祉プラザ ふれあいホール 302 募集中閲覧可 受付中

7月29日 福岡 天神ビル 大会議室 270 募集中閲覧可 受付中

8月25日 札幌 北農健保会館 208 準備中準備中 準備中

9月10日 新潟 新潟県民会館 小ホール 260 準備中準備中 準備中

9月30日 名古屋 ウインクあいち 901会議室 171 準備中準備中 準備中

10月21日 大阪 大阪国際交流センター 小ホール 200 準備中準備中 準備中

10月30日 高松 サンポート 54会議室 120 準備中準備中 準備中

11月12日 広島 ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽひろしま 大会議室(予定) 200 準備中準備中 準備中

11月18日 沖縄 沖縄県立博物館 講堂 212 準備中準備中 準備中

11月25日 福井 調整中 100 準備中準備中 準備中

未定 鹿児島 調整中 100 準備中準備中 準備中

未定 高知 調整中 100 準備中準備中 準備中

未定 岩手 調整中 100 準備中準備中 準備中

未定 長野 調整中 100 準備中準備中 準備中

http://committees.jsce.or.jp/cceips07/node/46
http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp
http://committees.jsce.or.jp/cceips07/node/47
http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp
http://committees.jsce.or.jp/cceips07/node/48
http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp


②日刊建設通信新聞への寄稿連載～CIM の道筋｢CIM 技術検討会の目線｣～

 ＣＩＭに関する技術的検討の最新動向、ＣＩＭ技術検討会の平成26年度検討
テーマの進捗状況、主たる成果等を外部発信

 平成27 年2 月～5 月に計12 回の連載を実施

出典：CIM技術検討会 H26年度報告

テーマ 担当 主な寄稿内容 連載時期

①技術検討会が進める平成26年度の
議論のポイントとは

JACIC
・重点検討テーマ、検討工程等
・制度検討との連携状況

2月4日

②設計段階での成果と今後の課題 建コン協 設計段階での成果と今後の課題 2月18日

③3次元地形モデル作成に関る新たな
計測技術

全測連 オブリークカメラの紹介等 2月25日

④～⑥施工段階での活用状況 日建連

（株）安藤・間の活用紹介 3月4日

（株）大林組の活用紹介 3月11日

（株）フジタの活用紹介 3月18日

⑦３次元モデルパーツ整備の状況 CUG
・団体の活動概要
・試験公開の状況

3月25日

⑧国際動向（その１） JACIC 欧州CIM技術調査2014報告 4月1日

⑨国際動向（その２） IAI日本 building SMARTトロント会議2014報告 4月8日

⑩維持管理段階でのデータ活用の検討
方向性

JACIC 産学官CIM検討概要等の報告 4月15日

⑪モデルＬＯＤ（詳細度）の検討の紹介 JACIC LODの概念と検討事例の紹介 4月22日

⑫人材育成 JACIC 「熊本大学との共同研究」成果概要 5月13日
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②日刊建設通信新聞への寄稿連載～CIM の道筋｢CIM 技術検討会の目線｣～

出典：CIM技術検討会 H26年度報告

《掲載記事（第1回、第２回）》
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③センターにおける取材応対

Up and Coming  No.109  April 2015

発行 フォーラムエイトパブリッシング
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④センター内部研修会の実施

• CIMツール 2ライセンス保有

• 2014年4月24日、25日 トレーニング実施

2014年4月24日の様子

30

※2015年7月にも開催予定

研修のねらい

• 業務にどの様に活かせるか

• ソフト操作の習得ではなく、

「何ができるか」を思考する場

• 若手職員への動機づけ

「面白そうだ」 「やってみよう」

2014年4月25日の様子



ＣＩＭ推進の取り組みに際しての視点
① PDCAサイクルを回しつつスパイラルアップしていくという、

壮大な構想の全体像を俯瞰する眼を保っていくこと。

② これからの建設生産システムや社会資本のマネジメントに
ついて見据え、その中での立ち位置や前後の繋がりを考えて、
各ステークホルダーが個々の業務に取り組んでいくこと。

③ 暗黙知を形式知化してCIMシステムの中に落とし込んでいく、
ナレッジマネジメントの確立を目指していくこと。

④ 個々の担当者レベルでは、自身のやる気が不可欠であり、
3Dツールを自ら活用するとともに、常に新しいツールを探求
し最適なものを選択していく積極性を引き出していくこと。

⑤ 3Dモデルの活用により受発注者がともにメリットを享受でき
る仕組みをあくまでも目指していく、そのためには今後何が
必要になってくるかという視点を持ち続けること。

H27年度以降も、このような視点を持ち、CIMを取り巻く
諸情勢を俯瞰しつつ、自らの実践により得えられた知見を
もとに、さらなるCIMの普及、促進に努めていきたい。
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おわりに

出典：CIM技術検討会 H26年度報告

土木学会「CIM講演会」参加者アンケート結果
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例えば、
3D模型(10cm×10cm×10cm）を制作したい・・・

 3D-CAD ￥０～
 STL修正・編集ソフト ￥０～
 3D-プリンタ出力コード作成ソフト ￥０～
 3D-プリンタ ￥５万～

（材料費￥550／100g）

あとは本人のやる気次第!!

何でもいいから
まずはやってみよう♪



ご清聴ありがとうございました。


